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10月30日（月）、連合 2024春季生活
闘争中央討論集会が開催され、加盟組織
から約550名が参加しました。
連合の芳野友子（よしのともこ）会⾧は、

「2024闘争はこれまでの単なる延⾧では
なく経済社会ステージ転換の正念場だ」
と2024春闘に向けた力強い決意を表明
しました。その後、「2024春季生活闘争
基本構想」を受け、各産業から春闘に
向けた活発な質疑応答がされました。

航空連合からは、これまでの議論経緯を
ふまえ三浦副事務局⾧が「急速な需要回復
により、職場は深刻な人手不足に苦しんで
いる。今後、航空関連産業が担う役割は
いっそう高まっていくと認識しており、
連合の方針をふまえ、賃金向上と働き方の
見直しに全力で取り組みたい。」と発言
しました。
今後も航空連合一丸となって2024春闘の

取り組みを加速していきます! 討論集会で発言する
三浦副事務局⾧

連合芳野会⾧


